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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,081 -1.23 0.44 4,069 -0.24 0.54

東 部 地 区 14,352 -0.11 0.00 5,557 1.12 -0.05

西 部 地 区 10,778 0.03 -0.01 3,946 2.22 0.48

駅 南 地 区 6,436 1.13 0.20 2,625 2.10 0.42

半 田 地 区 3,547 1.95 1.02 1,287 3.29 0.70

横 山 地 区 5,675 0.21 -0.36 1,843 1.31 -0.59

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,912 -0.14 -0.41 2,303 -0.21 -0.86

荒 浜 地 区 5,253 -0.45 -0.51 2,006 0.95 -0.64

そ の 他 地 区 21,740 -1.67 -0.25 7,205 -0.78 -0.19

西 山 町 地 区 6,547 -2.19 -0.33 2,151 -1.10 -0.04

高 柳 町 地 区 2,072 -4.69 -0.76 853 -2.40 -0.35

柏 崎 市 計 93,393 -0.68 -0.08 33,845 0.50 -0.01

刈 羽 村 4,984 -0.47 -0.14 1,512 0.59 -0.06

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,660 -1.49 0.09 2,150 0.00 0.00

出 雲 崎 町 5,373 -1.82 -0.20 1,823 -0.70 -0.16

合        計 110,410 -0.77 -0.08 39,330 0.42 -0.02

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,224 6.43 10.56

月 間 有 効 求 職 者 1,093 -12.97 2.72

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.12 1.00 0.20* -0.09* 0.08* 0.07*

*印は差し引き計算

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で下回り、全体で８６５人、０．７
７％の減少となっている。なお、市町村・地区別では柏崎市が６４０人、０．６８％、刈羽村が２４人、
０．４７％、小国地区（長岡市）が１０１人、１．４９％、出雲崎町が１００人、１．８２％とそれぞれ減
少している。
　また、前月比においても、柏崎市が７８人、０．０８％、刈羽村が７人、０．１４％、出雲崎町が１１
人、０．２０％と減少していることから、全体では９０人、０．０８％の減少となっている。
　一方、世帯数は前年同月比で柏崎市が１６９世帯、０．５０％、刈羽村が９世帯、０．５９％と増加した
ことから、全体では１６５世帯、０．４２％の増加となった。
　また、前月比においては、柏崎市が４世帯、０．０１％、刈羽村が１世帯、０．０６％、出雲崎町が３世
帯、０．１６％と減少したため、全体では８世帯、０．０２％の減少となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）
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【単位 ：　人、倍、％】

新潟県柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常用）
では月間有効求人数が１，２２４人と前年同月比で７４人、６．４３％の増加、前月比でも１１７人、１
０.５６％と増加している。
　一方、月間有効求職者数は１，０９３人と前年同月比で１６３人、１２.９７％の大幅な減少となった
が、前月比では２９人、２.７２％の増加となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は１．１２倍と前年同月比で０．２０ポイント上回り、前月比でも０．０
８ポイント上回っており、県平均１．００倍に対しても０．１２ポイン上回っている。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が５５８人と前年同月比で１８０
人、４７．６２％の大幅な増加、月間新規求職者数も３６２人と前年同月比で１５人、４．３２％と増加し
た結果、月間新規求人倍率は１．５４倍と前年同月１．０９倍を０．４５ポイント上回っている。



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 0 -49 -7 93 -102

共 同 住 宅 0 -2 -1 7 3

事 務 所 0 0 -1 3 1

作 業 所 ・ 工 場 0 -2 -1 10 -2

営 業 建 物 0 0 -2 13 -2

公 共 建 物 0 0 0 1 -4

そ の 他 0 -9 -1 41 -32

合       計 0 -62 -13 168 -138

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 64,401 -0.21 -0.43 17,734 -8.60 20.49

電 力 12,033 -4.37 -2.03 48,482 -8.23 12.09

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 368,551 -59.39 -61.94 226,702 -71.37 -68.32

営 業 用 181,889 -34.79 5.34 51,782 -67.54 -57.67

工 場 用 646,233 11.15 42.68 72,421 -55.55 -40.52

官 公 学 校 用 396,746 -24.50 87.39 52,001 -53.96 -28.94

そ の 他 0 -100.00 -100.00

合       計 1,593,419 -30.52 -11.75 402,906 -67.18 -61.06

当　月　の　申　請

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で１４０口、０．２１％の減少、前月比でも２７９口、０．４３％の減少
となった。一方、電力でも前年同月比で５５０口、４．３７％の減少、前月比で２５０口、２．０３％の減
少となっている。
　使用量においては、引き続き「中越沖地震」の影響から、電灯が前年同月比で１，６６９千kwh、８．６
０％の減少となり、前月比では３，０１６千kwh、２０．４９％と増加している。一方、電力においても前
年同月比で４，３４８千kwh、８．２３％の減少、前月比では５，２３２千kwh、１２．０９％の増加となっ
た。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

平成19年8月の累計

　建築確認申請の状況は、「中越沖地震」の影響から柏崎市役所での８月の建築確認申請は一切受付けな
かったため、申請件数は発生していない。
　ただし、民間への建築確認申請を行なわれているが、従来から本表には統計していない。

　柏崎地域のガス供給量は、８月も「中越沖地震」の影響から、用途全体では前年同月比で７００，１９２
㎥、３０．５２％、前月比でも２１２，２４８㎥、１１．７５％と大幅な減少となった。また、用途別内訳
を見ると、特に家庭用で前年同月比、前月比共に大幅な減少率を示している。
　一方、水道給水量も同様に、用途全体では前年同月比で８２４，７７９㎥、６７．１８％、前月比でも６
３１，８５０㎥、６１．０６％と大幅に減少しており、用途別内訳においても、全ての用途で前年同月比、
前月比共に大幅な減少となっている。

【単位 ： 　件】



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 120,153 25.55 -3.16 96,328 -5.56 7.57

西 山 93,859 59.11 1.50 96,200 61.19 -1.34

米 山 67,473 67.71 40.47 73,380 99.92 27.52

合 計 281,485 44.41 6.39 265,908 34.03 8.71

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 337,503 3.10 1.24 137,573 0.58 0.47

平 残 334,675 1.51 1.35 136,372 0.29 0.33

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 5,424 -11.19 -7.44

交 換 金 額 4,067 -16.66 -23.04

不 渡 り 手 形 枚 数 0 -100.00 0.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 -100.00 0.00

【単位 ：　台、％】

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、引き続き「中越沖地震」による影響から、入口が
全体では前年同月比で８６，５６８台、４４．４１％の大幅な増加、前月比でも１６，９０８台、６．３
９％の増加となっている。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で６７，５１５台、３４．０３％の大幅な増加、前月比でも
２１，３０８台、８．７１％の増加となった。
　インター別の内訳を見ると、前年同月比では柏崎インターの出口で減少、前月比では柏崎インターの入口
と西山インターの出口で減少となったほかは全て増加となっている。

  預金は、末残が前年同月比で１０，１５０百万円、３．１０％の増加、前月比でも４，１６３百万円、
１．２４％の増加となった。また、平残においても前年同月比で４，９９２百万円、１．５１％の増加、前
月比でも４，４７９百万円、１．３５％の増加となっている。
　一方、貸出金は末残が前年同月比で７９９百万円、０．５８％の増加、前月比でも６５０百万円、０．４
７％の増加となり、平残においても前年同月比で４０７百万円、０．２９％の増加、前月比でも４６０百万
円、０．３３％と増加している。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

　柏崎市内の手形交換高は、「中越沖地震」の影響から交換枚数が前年同月比で６８４枚、１１．１９％、
前月比でも４３６枚、７．４４％と減少している。また、交換金額においても前年同月比で８１３百万円、
１６．６６％、前月比では１，２１８百万円、２３．０４％と共に大幅な減少となった。なお、不渡手形は
４カ月連続で発生しておらず、前年同月比で２件、２百万円の減少となっている。
　当月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は８件（前年同月３件、前月４件）、負
債総額４８億円（同５億円、同３６億円）、１件当たりの負債額６億円（同１億円、同９億円）となってい
る。
　県内地区別では下越地区４件（新潟市２件、燕市２件）、中越地区１件（柏崎市１件）、上越地区３件
（上越市２件、糸魚川市１件）となっている。業種別は建設業１件、販売業４件、サービス業・その他１件
で、倒産原因別の状況は販売不振６件、業界不振１件、その他１件となっている。
　県内企業倒産は、大型倒産（負債１０億円以上）が１件、負債総額３２億円発生している。倒産全体では
前年同月比で件数は５件増加、負債総額では４３億円の増加となり、前月比では４件の増加、負債総額は１
２億円の増加となっている。
　当月で今年の倒産は４５件となり、既に昨年合計の４１件を上回っている。「中越沖地震」関連による倒
産は発生していないものの、今後は大手業者との競争や資源高の影響等により、競争力の劣る中小零細企業
の体力が疲弊していくことは避けられそうになく、厳しい状況が当面続くことが予想される。。
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